




　米の１人１カ月当たり消費量は、長期的には一貫して減少傾向にあります。
　最近の動きを見ると、米の１人１カ月当たりの消費量が前年同月を上回る月もありましたが、下記のとおり
平成18年7月以降対前年同月比で減少となっています。

　政府米の販売は、下記のとおりであり、本年8月～9月までは、平成18年産米の本格的流通開始時期を
控えて、販売数量は減少しましたが、10月以降、業務用として使用される18年産の低価格米が不足して
いることを背景に増加しています。

資料：農林水産省「米の消費動向等調査」�      
　注：１）　年度値については、１人１ヵ月当たりの消費量の年度平均値である。�      
� 2）　うるう年及びうるう年の２月については、平年ベースへの補正を行っている。�      

資料：農林水産省調べ
注１：ラウンドの関係で内訳と計が一致しない場合がある。
� ２：19年1月の販売数量は速報値である。
� ３：販売数量は実績に卸売業者等が引き取った実績であり、契約数量とは異なる。
� ４：期間については、18/19年であれば、18年7月～19年6月である。
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�    単位：千トン

5.政府米の月別販売動向 （お米の需給情報データーベースゾーンより抜粋）

（お米の需給情報データーベースゾーンより抜粋）4.米の１人１カ月当たり消費量の推移

http://www.komenet.jp/komedata/shouhi/2004/data1.html●米の1人１カ月当たり消費量の推移

http://www.komenet.jp/komedata/jukyu/2004/data10.html●政府米の月別販売動向
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　コメ価格センターにおける平成18年産米の入札価格は、下記のとおり前年と比較して落札平均価格
で300円／60kg～1,000円／60kg程度低い水準で推移していましたが、19年1月の落札平均価
格は、210円／60kg上回っています。

　全農、全集連が販売委託を受けて販売を行った米の販売実績は、下記のとおりであり、18年７月～
10月までは、前年同時期を上回っていますが、11月以降は、前年同時期を下回っています。なお、累
計では、前年を153千トン上回っています。

注1：�18年産から、公表価格には包装代（紙袋）、拠出金、消費税を含めているため、16、17年産についても従来の公表価格に包装代を計上している。
注2：�18年産から毎週入札を実施しているため、価格は通年・期別取引で各月ごとに落札された全銘柄の加重平均価格である。  
注３：�価格は17年産までが銘柄ごとの落札数量で加重平均した価格であり、18年産は銘柄ごとの17年産検査数量ウエイトで加重平均した価格である。
注４：�16、17年産の9～10月の価格は月２回（上期・下期）実施のうち、上場数量の多い下期の価格である。
注５：�16年産の３月及び５月の入札は行われなかった。  
注６：�１６年産の入札は６月で終了している。�           
           
資料：�コメ価格センター入札取引結果公表より�           

注１：�15年産米以前は旧自主流通の販売実績であるが、16年産米以降は16年4月の食糧法改正に伴い、
� 計画流通制度が廃止されたことから、全農・全集連販売米の販売実績を掲載している。�                                                                           
注２：�ラウンドの関係で内訳と計が一致しない場合がある。�                                                                           
注３：�18年の販売実績は速報値である。�                                      

　米穀機構のホームページ「米ネット」では、お
米の価格・消費・生産などの統計データをはじ
め、生産者の皆様向けのお米に関する情報やす
ぐに役立つごはん料理レシピなど最新の情報を
常時提供しています。

 また、生産者の皆様からの「米ネット」に関する
ご提案・ご要望をお待ちしております。
　「生産者のコーナー」の中の「意見を投稿す
る」の投稿フォームからＥメールをご利用くださ
い。皆様のアクセスをお待ちしています。

お米・ごはん情報満載のホームページ 米ネット

ホームページアドレス　http://www.komenet.jp/
電話：03‐3222‐9583　FAX：03‐3264‐1771

（お米の需給情報データーベースゾーンより抜粋）

（お米の需給情報データーベースゾーンより抜粋）
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http://www.komenet.jp/komedata/kakaku/2004/data2.html●米穀の入札回別落札平均価格の推移

http://www.komenet.jp/komedata/jukyu/2004/data6.html●全農・全集連販売米の販売実績
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�    単位：千トン

6 全農・全集連販売米の販売動向

7 コメ価格センターの入札価格の動向
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